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Fig．8　Signal　space　diagram　fbr　an
I－Qlevel　comparing　method．
Fig．9　Signal　space　diagram　for　an
I－Qlevel－ratio　comparing　method．
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田邉　崇・佐藤栄一・中島繁雄
　この受信レベル変動を考慮した場合にっ　　　51
いて受信レベルが騨で・dB（Fig．・3の半径一鄭
が1）として，尉で2・dB（同じく半径が|211－　
されているA／Dコンバータが8～16bitであ
ったとして，固定小数点演算による桁落ち
誤差を考慮した場合についてシミュレーシ
ョンにより評価を行った，その結果を
Fig．　loに示す．　Fig．10より受信レベル変動
及びマイコンによって生じる桁落ち
Ql塗謹茎茎茎
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　　　　　　ノ＞D＝レバータ分解能［bt］
＋－QCi　lB　・－1〔k」B　x　6d3　s－15dB＋0（B　・－5dB
Fig．10Maximum　phase－error　performance
depending　on　the　bit　numbers　ofA／D
誤差を考慮した場合，必要とされるA／Dコンバータの分解能として12bitあれば位相誤差
0．5Q以内で位相の推定が行えることがわかる．
4．試作器による位相誤差評価
　Fig．13に試作した100［MHz］帯1－Qデモジュレータ型位相推定回路を示す・Fig・13の左端
の1－Qデモジュレータに基準信号と変調信号が入力される．すると，それに応じて1，Q信号
値が出力される．この1，Q信号値が非常に微弱であるため，同図中央の演算増幅器によって
マイコンで処理できる0～5［V］の範囲まで信号の増幅を行う増幅された1，Q信号値は同図
右端のマイコンによって位相の推定を行う．
Fig．131mplemented　base－band　unit．
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1－Qデモジュレータとマイコンを用いた積雪深計の検討
　Fig．13を利用して，マイコンに受信レベ
ル変動を考慮した位相推定方式のアルゴリ
ズムを実装し，シミュレーション値との比
較を行った．この結果をFig．14に示す．
Fig．14においてシミュレーション値は実
質テーブル無限大の状態で行っている．こ
のため，最大位相誤差が小数点以下も詳細
に表示されている．実測値ではテーブルを
1°刻みで用意している．このため，最大位
相誤差が閾値0．5°で小数点以下繰り上げ
または繰り下げされて表示されている．
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Fig．13　Phase－error　performances　obtain　by
measured　and　by　simulation　data．
　この結果から，A／Dコンバータの分解能として12bitあれば，受信レベルー15dB以上の範囲
で最大位相誤差0，5°以下の測定が実測で行えるということがわかる．ただし，実際に屋外
で測定を行う場合はさらに誤差要因が増えることが考えられる．また，AGC回路を用いた場
合には受信レベルの範囲としては一20dB～6dBの内に十分に収まると考えられる．
5．まとめ
　本稿では，受光した光変調信号を直接1－Qデモジュレータで復調する積雪深計のシステ
ムを対象に，1－Q信号値から位相を推定するアルゴリズムについて提案し，1，Q信号値の変
化による位相誤差評価を行った．その結果，15dBの受信レベル変動を考慮した場合で
も，A／Dコンバータの分解能として12bitあれば，最大位相誤差がo．5°以内で推定が行える
ということを示した．今後の課題は送光系・受光系の光学系ユニットの検討である．
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